
われらがマエストロ小澤征爾以降、ジャン－フ

ランソワ・パイヤール（指揮）、ライナー・クスマウ

ル（ゲスト・コンサートマスター）、トレヴァー・ピノッ

ク（指揮）と、ここ最近、指揮者やアンサンブル

のリーダーを招いての演奏会が続いた水戸室内

管弦楽団（ＭＣＯ）。６月前半の第４９回定期演奏

会は、ＭＣＯの演奏活動の主軸のひとつであるメ

ンバーのみの演奏会で、「指揮者なしのアンサン

ブル」の魅力をひさびさに聴かせてくれることでし

ょう。

プログラムの前半は、ＭＣＯが誇る実力派奏者

がソロをつとめる協奏曲を２曲。まず、ホフマイス

ター〈ヴィオラ協奏曲 ニ長調〉でソロをつとめる

のは、活発な演奏活動の傍らジュリアード音楽院

などで熱心に後進の指導にあたっている川崎雅

夫さん（漆原朝子さんや竹澤恭子さんなどそうそう

たる顔ぶれが川崎さん門下から巣立っています）。

一方、Ｒ．シュトラウス〈ホルン協奏曲 第１番 変

ホ長調〉でソロを演奏するのは、ドイツの名門オ

ーケストラ、バンベルク交響楽団で長い間首席奏

者の大役を務めてきた水野信行さん。ともに海外

在住のメンバーということで、ｖｉｖｏでは国際電話

インタビューを敢行。お２人に初めてＭＣＯでソロ

をつとめるにあたっての意気込みや曲の聴きどこ

ろなどを存分に語っていただきました。

プログラム後半は、ブラームス〈弦楽五重奏曲

第２番 ト長調〉。５７歳のブラームスの滋味溢れる

楽想と老練な書法が魅力の作品です。気の置け

ない仲間に向かって作曲家が静かに語りかけるよ

うなオリジナルの弦楽五重奏も魅力的ですが、シ

ンフォニックな拡がりと厚みの映える弦楽合奏版

は、より親しみやすい表情で私たちを迎えてくれま

す。ヴァイオリンとヴィオラが奏でるさざなみに乗っ

てチェロが飛翔するように歌う第１楽章の冒頭、

物悲しい哀愁を帯びた旋律をヴィオラがとうとうと

歌う第２楽章など、聴きどころたっぷりの名曲です。

「ホフマイスターの協奏曲、ぜひ楽しんで聴い

てください」

川崎雅夫インタビュー

―川崎さんはときにヴァイオリニスト、ときにヴィオ

リストとして、長年さまざまな室内楽やアンサンブ

ルで活躍されてきました。ヴィオラは他の弦楽器

に比べてどんなところに魅力があるとお考えです

か？

川崎：オーケストラや室内楽などのアンサンブル

で、ヴィオラはヴァイオリンとチェロにはさまれて、

内声部を担当しています。一般には地味な楽器と

いう印象があるでしょうね。ただ、音楽の骨格を

支えたり、和声を決定するという意味で大変重要

な役割を担っている楽器でもあります。それが表

に見えづらいので、「黒子役」みたいなものでしょ

うか（笑）。

輝かしいソプラノのようなヴァイオリン、部厚い

響きのチェロに比して、ヴィオラは人間の話し声

の音域に近い、どちらかというと渋い音色が特徴

ですね。その人間的な深みのある響きは、ヴィオ

ラにしか出せない種類のものだと思います。

―今回そうしたヴィオラの響きが川崎さんのソロ

で存分に楽しめるわけですが、ホフマイスターの

協奏曲についてご紹介いただけますか？

川崎：ホフマイスター（１７５４～１８１２）はウィーン

古典派時代にウィーンで活躍した作曲家ですが、

誰に学んで、どういう経歴で作曲家になったかな

どについての情報はあまり知られていません。た

だ確実にいえるのは、ホフマイスターは出版で業

績をあげた人ということですね。モーツァルトやベ

ートーヴェンの室内楽作品のいくつかが彼の出版

で出ています。作曲以外でも重要な仕事をした人

なんです。

それで今回なぜホフマイスターにしたかという

と、もちろん他の曲目との兼ね合いもあるけれど、

僕の住んでいるアメリカでは、この曲は「練習用」

みたいな感じで、モーツァルトのヴァイオリン協奏

曲なんかに比べると一段低い扱いをされがちなん

ですね。だからあんまり弾くチャンスがないわけ。

でも、本当に素晴らしい曲なのでぜひ聴いてもら

いたい。心地良いウィーン的な雰囲気に満たされ

た第１楽章、ベル・カントで美しく歌うような第２楽

章、溌剌として快活な第３楽章と、各楽章の性格

分けが見事だし、ヴィオラ・ソロも安心感のあるゆ

ひさびさに放つ「指揮者なしのアンサンブル」の魅力
●６月８日（土）・９日（日）水戸室内管弦楽団第４９回定期演奏会
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ったりとした響きとともに、普段はヴィオラでは聴

かないような高い音域も聴くことが出来ます。水

戸だったら、この曲の良さを素直に楽しんでくれる

方が多いんじゃないかな、と期待しています。

―この曲はＭＣＯとしては初のレパートリーにな

るわけですが、ソロ以外は、弦楽合奏、オーボ

エ２、ホルン２という編成も室内オーケストラ向

きですね。

川崎：僕はオルフェウス室内管弦楽団で長い間弾

いてきて、それでＭＣＯでも初めの頃から弾かせて

いただいているわけですけれど、誰が何をやって

いるのか、すみずみまで聴こえるようなくらいのア

ンサンブルというのが好きですね。ＭＣＯはもう結

成から１２年が過ぎて、メンバーの皆の気心も知れ

てきて、カラーがはっきりしてきましたよね。だか

ら可能性を広げる方向も見えてきたし、様々なこ

とにチャレンジしていける状況だと思います。

―一方でＭＣＯは若い血もどんどん受け入れよう

としています。ご子息の洋介さんも入団されまし

たが。

川崎：そうですね（笑）。アメリカでは教える仕事が

とても多いのですが、やっぱり若い人たちからい

い刺激をもらうことも多いですね。ＭＣＯでは若い

優秀なプレーヤーがエキストラで参加し、そこで認

められると正メンバーになれるという流れがある

ので、とてもいいことだと思いますね。

―最後にお客様に向けてメッセージをお願いし

ます。

川崎：両親は茨城県出身ですが、自身は東京生ま

れ、東京育ちの僕としては、最初の頃は水戸に来

て演奏しているだけで、特に地域の人たちとの交

流というのはなかったと思うんです。歩いていても、

話しかけられることはなかったですし。でもここ数

年、お客様や地域の方々との距離が縮まってきた

ように感じます。話しかけて下さる方も多くなりま

したし、演奏会の拍手からも親近感を感じますね。

最近は、僕も水戸に来るとホームに帰って来た感

じがするかな。地域の方々のサポートは、とても

大切なものだと思うので、これからもこのいい関

係を発展させていきたいですね。

―どうもありがとうございました。

「Ｒ．シュトラウスならではのホルンの書法をぜ

ひご堪能ください」

水野信行インタビュー

―オーケストラの中でホルンが様々に活躍する

のは私たちもよく知っていますが、ソロ楽器として

のホルンの魅力はどんなところにあるのでしょう

か？

水野：まず申し上げたいのは、ピアノや弦楽器、

木管楽器など他の楽器と比べて、ホルンは機能

的にあまり器用に演奏できる楽器ではない、とい

うことですね。それでは何が武器になっているか

というと、それは「音色」と「音楽性」だと思いま

す。オーケストラの中では、ホルンのやわらかい

音色というのが古い時代からよく使われていまし

て、弦楽合奏の中で吹いたり、木管楽器がいろ

いろと活躍している場面で吹いたりと、脇役に回

っていわゆる「つなぎ」のような役割をしているこ

とがあります。ちょうどモーツァルトのディヴェルテ

ィメントなどを思い出していただければ分かると思

うのですが。今回はソロなので、それとは違った

面をお聴かせできると思いますし、ホルンでなけ

れば出せない音色の美しさを存分に楽しんでもら

えればと思っています。

―指揮者なしということで、ソロで吹く以外にい

ろいろと気を使われることもあると思いますが？

水野：いや、むしろ指揮者がいるより楽かもしれな

いなと予想しているんです。つまり、指揮者がい

て、オーケストラが指揮者に頼りきりの場合、指

揮者がダメだと全部ダメになってしまうわけです。

ところが、ＭＣＯの場合は、他のメンバー、他のパ

ートがどういう動きをしているかよく聴き合ってい

て、皆がほんのちょっとの音楽の間や呼吸を感じ

ながら演奏しているので、ソロに回ってもアンサ

ンブルしやすいような気がするのです。まさに巨大

な室内楽というような感じでしょうか。

―Ｒ．シュトラウスは編成も大きいだけに、とても

楽しみですね。曲についてご紹介いただけます

か？

水野：これはリヒャルトが１８歳の頃に書いた曲で、

古典的な作風といってもいいと思います。ただ、

あるモティーフが全３楽章を通じて循環するなど構

成の面でも行き届いていますし、シュトラウスらし

いオーケストラの書法もすでに出ています。

何と言っても素晴らしいのはホルン・ソロの書

法です。実はリヒャルトの父フランツは、ミュンヘ

ンの宮廷オーケストラのソロ・ホルン奏者だった

んですね。名指揮者ハンス・フォン・ビューローを

して「ホルンのヨアヒム」と呼ばしめたほどの腕前

の持ち主だったそうです。そういう父親を持ったリ

ヒャルトは、小さい頃からホルンに親しんでいたわ

けで、ホルンの長所を知り尽くしていたんですね。

もう、曲の冒頭からホルンでなければ表現できな

い音楽になっています。僕も何度演奏しても難し

いと感じますし、それだけ味わい深い音楽になっ

ているとも思います。

―ＭＣＯでソロするにあたっての意気込みをお聞

かせください。

水野：ＭＣＯで演奏するようになってもう１２年にな

りますが、本当に気心が知れた仲間たちとでも言

いましょうか。メンバーの１人１人が本当に素晴ら

しい音楽家の皆さんですから、仲間とは言っても

毎回緊張しています。今回はソロということもあっ

て、半年も前から緊張しているんです。（笑）

水戸は、音楽以外の部分でも、美味しいものが

あったり、観光名所があったり、水戸に来るのは

毎回楽しみで、もう僕にとって故郷の一つといって

もいいくらいですね。これからも皆様により楽しん

でいただけるようがんばっていきたいと考えてい

ます。

―どうもありがとうございました。

未来に向けて放つ３本の矢─５０回の記念定期公演を迎えて─
●６月２６日（水）・２７日（木）水戸室内管弦楽団第５０回定期演奏会

この回で水戸室内管弦楽団（ＭＣＯ）の定期演

奏会が５０回という節目を迎えます。この公演の指

揮を務めるのは、もちろんＭＣＯ音楽顧問の小澤

征爾。そして、プログラムは、ＭＣＯがさらなる高

みへ挑戦することの意思表示であるがごとく、冒

険心に溢れたものとなっています。今回取り上げ

る３曲はその関連性で捉えるというよりは、自在に

飛んでいく３本の矢のように、それぞれが固有の

指向をもっていると言えそうです。しかし、それらは、

尽きることのない「音楽の探究」に向かって放た

れた矢であることに違いはありません。音楽の多

彩な魅力に溢れたプログラムで、ＭＣＯは５０回と

いう記念の定期公演に臨みます。まずは、未定だ

った１曲、平義久：〈彩雲〉のご紹介から。

【ＭＣＯ委嘱作・平義久：〈彩雲〉】

平義久（１９３７－）の名は、日本よりむしろフラ

ンスでより広く知られています。武満徹、一柳慧な

どに続く年代の作曲家であり、パリの国立高等音

楽院へ留学、ジョリヴェ、メシアン、デュティユー

等の大家達のもとで研鑚を積んで以来、現在に至

るまでパリを中心に３５年以上にわたって活躍をし

ています。平義久は、自らの音楽の在りかたにつ

いて、次のように語っています。「音楽とは私にと

っては、私を存在させる祈りの、本能的で内的な

歌である。私にとって音楽をつくることは、私のと

らえた音の一つひとつが注意深く生きるのに耳を
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傾けることである。音楽は私にとって生きた具体

的なことばでなければならないであろう。」

小澤征爾とＭＣＯは、平義久の新作をひっさげ

て、「同時代」の音楽と向き合い、そして「生きる」

意味を模索します。（平氏自身のコメントを後掲し

ていますのでご覧ください。）

【モーツァルト：オーボエ協奏曲】

震えるほど美しい音楽に触れたときの幸福感。

――音楽のもっとも大きな魅力は、このような言

葉で語れるのかもしれません。そして、この洗練

の美を目指して、昔も今も音楽家たちは、その実

現のために生涯を捧げます。

この音楽の幸福感を存分に味わえそうなのが、

ＭＣＯメンバー宮本文昭がソリストとして出演する、

モーツァルトのオーボエ協奏曲です。モーツァルト

という天賦の才をもった作曲家が、どこまでも華

麗で、美しい音楽を追究した協奏曲の世界に、心

も体も預けて存分にお楽しみください。（宮本文

昭氏のインタビューを後掲しています。）

【ハイドン：交響曲 第６０番〈うかつ者〉】

ときには、深遠な哲学よりも、身の回りにこぼ

れていそうなユーモアに、救われたり、心の糧を

与えられたりすることもあるのではないでしょうか。

演奏会の掉尾を飾るハイドンの交響曲第６０番は、

そうしたユーモアに包まれた作品です。「うかつ者」

という副題は、フランスの劇作家Ｊ．Ｆ．ルニャール

（１６５５─１７０９）の同名戯曲のハイドンによる付

随音楽からこの交響曲が構成されていることに由

来します。戯曲も演奏も、とにかく「うかつ」なこと

ばかり！戯曲の方のフィナーレでは、主人公が、結

婚式当日、自分が新郎であることを忘れ、ネクタ

イを結んでいるときに、ようやく自分が今日結婚

することを思い出すという次第です。さて、この交

響曲の方のフィナーレでも、演奏家たちのとんで

もない「うかつ」な事件が起こります。勿論、「交

響曲の父」ハイドンの作品ですから、上っ面だけ

の笑いにとどまる筈がありません。この作品の狂

乱の世界を描く為に、ハイドンは実にさまざまな趣

向を凝らしているのです。

３方向に放たれた矢が、射当てようとしているも

のは何なのでしょうか？小澤征爾＆ＭＣＯが３本の

矢をひとつに束ねて、未来に向かって放ちます。

「演奏者と一緒に息をしながら聴いていただ

きたい」

宮本文昭インタビュー

―今回は「モーツァルト：オーボエ協奏曲 ハ長調」

でソリストとしてご出演されるのですが、宮本さん

にとってこの作品の演奏はどのようなものとお考

えですか？

宮本：モーツァルトという偉大な作曲家が、オーボ

エのために書いた協奏曲として残されているの

は、これ１曲しかないので、演奏会はもとより、オ

ーディションでもコンクールでも、非常によく演奏

されている曲なのです。それだけ多くの演奏が行

われてくると、「良い演奏」とか「正しい演奏」とい

うような規範が作られがちになってしまいます。で

も僕は、良いとか正しいとかではなく、まさに「音

楽」としての演奏を心がけなくてはならないと思っ

ています。どういうことかと言うと、このオーボエ

協奏曲を捉えようとするときに、オーボエという特

定の楽器のために書かれた協奏曲という枠内で、

個別的に考えるのではなく、室内楽も、交響曲も、

協奏曲も、オペラなども書いているモーツァルトが、

この曲を通して何を表現したかったのか、それを僕

は捉えて演奏したいと思うのです。演奏者の持っ

ている、作曲家に対する感覚やイマジネーション

を自分なりに表現していくことが大切なのではな

いでしょうか。たとえば、アーティキュレーションや

スタッカートなどはこの様に演奏すべきだなどとい

う聴き方ではなく、僕の捉えているモーツァルトの

世界観に触れて、お客さんひとりひとりのイマジ

ネーションの中で遊んでいただきたいと思ってい

ます。

―宮本さんから見て、小澤征爾さんとはどのよう

な指揮者ですか？また、水戸室内管弦楽団とはど

のようなオーケストラですか？

宮本：この前演奏したＲ．シュトラウスのオーボエ

協奏曲（１９９９年ＭＣＯ第３７回定期）をはじめ、僕

はこれまでに何度も小澤さんにコンチェルトやコ

ンチェルタンテなどで指揮をやってもらっていま

す。小澤さんは、とにかくソリストである僕をめちゃ

くちゃ立ててくれるんですよ。だから、こちらが目

を閉じて吹いていても、こちらが相当の無理をや

っても、そこに文句を挟まず、自由にやらせてくれ

る。そういう意味では、小澤さんは本当に甘えが

いがありますね（笑）。実は、本当に技術があり

優れた指揮者でないと、これはできないことなん

ですよ。技術がない指揮者だと、ソリストに注文

をしてきたりするのです。逆に、優れた指揮者で

あっても自分の色を出そうとして、ソリストに影響

を与えようとする人が多いです。勿論、オーケスト

ラだって、下手なオケでは、そこまで柔軟に対応

できるものではない。腕は確かでハイ・レベルな

演奏家たちの集まりであるＭＣＯだからこそ、でき

ることなのだと思います。前回のシュトラウスのと

きは、小澤さんから「あんたの伴奏をやっていると、

うなぎかどじょうを捕まえるようだ」と言われました

（笑）。それでも小澤さんとＭＣＯは、何ひとつ僕に

注文をつけることなく、合わせてくれましたね。

―最後に聴衆へのメッセージをお願いします。

宮本：演奏者と一緒に息をしながら聴いていただ

きたいと思います。こちらが苦しい息づかいのと

きは、同じように息をしているとお客さんも苦しい

思いをされるかもしれませんが（笑）。僕たちの演

奏する管楽器の場合は、息づかいがはっきりと見

えるので、息を合わせることはやり易いと思いま

す。今行われてい

る小澤塾でも参加

者たちに向けてこ

の話題が出てい

るのですが、息を

合わせるという同

時体験をすること

で、一緒に音楽の道行きを旅することができるの

です。僕はオーボエを吹きますが、お客さんは自

分が歌ったり、楽器を吹くようなつもりで聴いても

らいたいと思います。僕もコンサートに行って、一

緒に息をしてみると、演奏家がどういう音楽を作ろ

うとしているのかが良くわかるんですよ。演奏会が

終るとへとへとになっちゃいますけれどね（笑）。

きっと、若い人たちは音楽を体験したいから、

ロックやポピュラー・ミュージックを聴きに行くの

だと思います。ところが、クラシックは、日本に入

ってきた明治以来、どこか彼岸にあるような、静

物画を眺めるような、固定されたものであると誤

解されてきているような気がします。クラシックを

聴いて、体を動かしてくださいとは言いませんが

（笑）、ぜひ同時体験をしてください。ドイツではい

い演奏ができたとき音楽家たちは「生きていて体

験する（ｅｒｌｅｂｅｎ）」という表現をします。演奏会で

は、せっかくライブでその場に居合せるのですか

ら、音楽をまさに体験していただきたいと思います。

そして、そこから演奏者の生き様を感じとっていた

だきたいのです。

―どうもありがとうございました。

《中村》

〈彩雲〉の作曲の動機

以前から小口達夫氏（水戸室内管弦楽団

総楽団長）よりいただいたＣＤで、このオーケ

ストラの演奏は知っていました。いつか作曲

の機会があればとの願いは持っていました。

そして去年（２００１年）３月のパリ公演で実際

の演奏に接し、このオーケストラの為に作曲

したい希望がますます強くなりました。演奏

会後のパーティで小澤征爾氏、小口氏との

話し合いで委嘱が決定したことは、私の無上

の喜びでした。数日後、小口氏の日本から

の電話で吉田秀和先生（水戸芸術館館長）

がこの委嘱の話に喜んで下さったというお話

を伺い、心を強く引き締める気持ちになりまし

た。その折、“どういう作品になるか”との問

に“やはり色彩だなぁ。色彩的な音の群れ、

ないし音の醸し出す色彩”と考えました。こ

れはこの作品の内容を最も端的に語ってい

るといえるでしょう。“響の余韻、色彩、祈り”

私の作曲上での信条です。

平 義久

ＭＣＯ第３７回定期演奏会より
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■ミト・デラルコ東京公演＆第４回演奏会

（４月１１、１４日）

「マドリッドの午後 ボッケリーニの風」と題し、

古典派の“知られざる巨匠”ボッケリーニの音楽

にスポットを当てた今回のミト・デラルコ演奏会。弦

楽四重奏２曲のほか、ゲストに福田進一氏を迎え

て、２曲のギター五重奏曲を演奏しました。オリジ

ナル楽器を用いる４人の奏者に対抗（？）して福田

氏が持ってきたのは１８４０年頃に製作されたラコー

トの名器。驚くほどよく通り、かつまろやかなその

音色は４つの擦弦楽器とこの上なくみごとにブレン

ドし、刻々と色合いを変えてゆくボッケリーニの響

きの魔法をホールに立ちのぼらせました。〈ファン

ダンゴ〉の終楽章では、チェロの鈴木氏がポケット

より取りいだしましたるカスタネットを演奏！アンコ

ールは愉快な〈マドリッド夜警の行進〉。そして福

田氏が独奏でソルのメヌエットを奏でると、そのま

まアタッカで全員による、いわゆる有名な“ボッケリ

ーニのメヌエット”（弦楽五重奏曲ホ長調の第３楽

章、今回はギター五重奏用にアレンジ）にふわりと

移行。客席は大いに沸きました。

４月１１日に行われた紀尾井ホールの演奏会は

アリオン音楽財団主催による「アリオン・アフタヌー

ン・コンサート」のシリーズ第１回。プログラムは水

戸とちょっと違って、変ホ長調の弦楽四重奏曲を

カットし、代わりに前述“ボッケリーニのメヌエット”。

鈴木氏、福田氏によるトークも入り、紀尾井の午

後はボッケリーニ色に染まりました。この演奏会

の模様は６月にＡＮＡの機内で放送される予定。

もうひとつ今後のミト・デラルコについて重要なニ

ュースがあるのですが、Ｐｅｔｉｔｅ情報およびインフ

ォメーション欄をご覧ください。《矢沢》●緊密な

のに暖かく、ギターを加えて一層典雅さを増し、

心癒され、リフレッシュされました。ボッケリーニ

がこんなに興味深い作曲家だったとは、音楽の

散歩道ではからずも発見した楽しい曲と演奏でし

た。（Ｙ．Ｋ．さん：ひたちなか市）●鈴木さあーん、

こっちはしっかり緩んでまーす！（プログラム・エッ

セイを受けて）（無記名の方：水戸市）●曲も最高、

演奏者の人柄が良く出て、とっても良かった。キ

ャラクターに万歳（Ｋ．Ｎ．さん：水戸市）●逆説的

ですけど“ボッケリーニだって構造的に聴けるじ

ゃん”と感じました（鈴木秀美さんは苦笑されるで

しょうか？）普段イタリアの団体のボッケリーニ

（録音）を聴いてるから錯覚でそう感じただけで

しょうか？もちろん、楽しく聴けましたよ。ありがと

うございました。（Ｍ．Ｓ．さん：東茨城郡）●知ら

れざる曲、知っていてなかなか実演に接しえない

曲を演奏してくれるＭＤＡには深謝。（Ａ．Ｅ．さ

ん：高萩市）＊「ネッタマネット」にも好評意見が！

ご覧ください。

■パイプオルガン・プロムナード・コンサート

『ヴァリエーションズ』（４月２０日）

週末にエントランスホールで開催している「パイ

プオルガン・プロムナード・コンサート」の新シリーズ

『ヴァリエーションズ』がスタートした。『ヴァリエー

ションズ』は、エントランスホールで、パイプオルガ

ン以外の楽器や歌などの演奏をお楽しみいただく

入場無料の公演である。記念すべき第１回は、昨

年の「茨城の名手・名歌手たち 第１２回」にも出演

している川又明日香によるヴァイオリンの演奏会。

川又は１４歳という若き演奏家。エントランスホール

に差し込む柔らかい陽光の中、ほおを紅潮させ一

途にヴァイオリンと向き合う川又の演奏は、私たち

に音楽を聴く喜びばかりでなく、爽やかな風をもた

らしてくれたのではないだろうか。ピアノ伴奏は、

川又同様、上記「名手」の第１０回公演（９９年）に

ソロ・ピアニストとして出演した生井澤紀江。２人の

共演は今回が初めてであったのだが、本シリーズ

は、彼らのような実力のある演奏家同士の出会い

の場としても機能していきたいと考えている。

（『ヴァリエーションズ』の第２回は、７月２７日に開

催予定。どうぞご期待ください。）《中村》

■「茨城の名手・名歌手たち 第１３回」出演者

オーディション（４月２８日）

毎年開催している、茨城県出身の音楽家を紹

介する企画「茨城の名手・名歌手たち」が、合格

者のさらなる精鋭化を図るため、今年から部門ご

とに隔年の開催となりました。今年は、鍵盤楽

器・弦楽器・邦楽器部門。対象となる部門が絞られ

たにもかかわらず、各部門への応募は前回を上回

る傾向をみせ、１０歳から５１歳までの幅広い年齢

層の方々が参加されました。エレクトーンやパイプ

オルガン、和太鼓等、３つの部門でありながら様々

な楽器での参加があり、ホールに来場された熱心

なお客様を楽しませていました。熱気溢れる演奏

の中、選ばれた８名の合格者が９月の演奏会に出

演します。《関根》

「茨城の名手・名歌手たち 第１３回」演奏会

９月２９日［日］ １８：００開演

司会：間宮芳生

出演（敬称略、受験番号順）：

田名部真理恵、平野梨紗、大塚万記子、篠原有

紀子、佐藤晃子、海野智夏（以上、ピアノ）

岡部磨知（ヴァイオリン） 安田有希（箏）

●応募総数 ４３

（鍵盤楽器 ３４／弦楽器 ５／邦楽器 ４）

●審査委員

池辺晋一郎、高山三智子、田村拓男、畑中良輔、

原田幸一郎、間宮芳生、三善清達

最近の公演から

APRIL
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２冊の自伝（後編）

タマ「みなさん、ネッタマネット、ご覧いただけ

ましたか。さっそくのご投稿ありがとうござい

ます。第１号はミト・デラルコ演奏会の感想をお

寄せくださった“芝八”さんでしたー。パチパ

チ」

担当Ｙ「先生、先々月僕のことを“ＴＶショッピ

ングじゃないんだから”って言いませんでした

っけ」

タマ「できますればｖｉｖｏのＰＤＦファイルもお

試しいただきたく…表紙の色をはじめ、さりげ

ない細部の違いにつきましては目下前向きに

検討中でありまして…」

Ｙ「“こんどは国会答弁かい”って言っていいで

すか。なんかやましいところがあるみたいです

ね。マジック・ワードを言いましょうか…プルー

スト」

タマ「 」

Ｙ「失われた…」

タマ「 」

Ｙ「面白い、面白すぎる。楳図マンガの主人公

かいあんたは。にしてもなんですか先月号のネ

ッタマの失態は。まったく、ぬわーにが“こうし

た手法はプルーストの小説『失われた道を求め

て』を思い出させる”ですか。」

タマ「いや、１０代のころ読んだ井上ひさしの

『吉里吉里人』の中にそういうタイトルのパロ

ディ小説が出てきてね…そっちが先に記憶に刷

り込まれてしまってつい間違えるんだよ、アヒ

ルの赤ちゃんのようにな」

Ｙ「弁解しないように。そういうのを“生兵法

は下痢の元”っていうんです」

タマ「“ケガの元”だと思うが」

Ｙ「（無視して）あのあと急遽訂正シールを印刷

してもらったりＤＭ封入アルバイトの方々に不

眠不休でがんばってもらったり、まったくどれだ

けの人に迷惑がかかったと思ってるんですか」

タマ「君だって編集長だろ、気づけよ。だいた

い不眠不休ってなんなんだよ」

「 」

タマ＆Ｙ「ああっその声は、１年半ぶりに登場す

る推定１０７歳、カラスの…」

雁九郎「（カメラ目線になって）忘れちゃった読

者の皆さんは２００１年１＆２月号の“ネッタマ”

読んでね さてと…えへん、見苦しい、見苦し

すぎるのう」

タマ「くりかえさなくていいから」

雁「くりかえしたくもなるわ愚か者めらが。自

らの失敗を素直に認めてこその前進であろう

が。畑中良輔『音楽少年誕生物語』（音楽之友

社）でも読めい」

Ｙ「そういう前振りでしたか」

雁「邦楽に囲まれて育った幼年時代を経て、足

踏みオルガンに熱中し、やがて関谷敏子のソプ

ラノや〈ウィリアム・テル序曲〉のＳＰ盤によって

洋楽への興味抑えがたく高まってゆく…将来に

悩みつつ音楽家への道を進むと決めたはいい

が、決意を語った教師に「君が上野（東京音楽

学校、現・東京芸術大学）を受けるって？ はは

は、は。やめ給えやめ給え」と嘲笑される。しか

しその笑い声によって少年畑中良輔打ちひし

がれるかと思いきや、ああなんという健気さ、な

んという不撓不屈の意志、憤然と湧きおこる反

抗と意地の力に突き動かされ、蛍雪の功積み

重ね、ついにめでたく東京音楽学校の門をくぐ

るに至る、その波瀾万丈の１年間を血湧き肉踊

る筆致と巧まざるヒューモアとでつづりし物語、

これこそが『音楽少年誕生物語』なので有りま

す。ベベン（口三味線）。さて、受験のために上

京した畑中少年、はじめにくぐりしは巣鴨の

…」

Ｙ「誰か止めてくれー」

タマ「師匠、師匠、講談調も結構なんですが、ど

ういうところが我々にとってだいじなのでしょ

う」

雁九郎「ん？ああ（我に返って）…これからが

名調子なんだがな…。まあ要するに、この本は

“失敗”も含めて、“出会うこと、決断することの

勇気”に満ちているのじゃ。人生って奴は、ど

んなに逃げようとしても、何かに出会うことか

ら避けることはできない。それは人や事件かも

しれないし、自らの心そのものかもしれない。

そしてその度にどうするか、決断しなくてはな

らないのじゃ。たとえそのときの決断が失敗で

あっても、決断した自分を許し、失敗から何か

を学びながら進む限り、それは最後には「失敗」

でなくなるんだ。東京に出てきた畑中少年の

失敗譚の数々、すごいぞ。初めての声楽レッス

ンで訪問した先生のお宅で、令嬢たちの前で石

炭ストーヴの詰まりを取り除こうとして部屋中

灰だらけにしたり、憧れの握り寿司を食べよう

として入った店が東京でも最高級の「おけい寿

司」だったり…そんな恥ずかしいトラウマの

数々を、臨場感豊かにつづって読者を楽しませ

る著者の度量の広さよ。それにそんな“事件”

とは比べ物にならないくらい、受験勉強は苦し

く情けないことばかりだったろう。しかしそれ

を乗り越え、“音楽少年”畑中良輔は誕生した。

そして、この物語はまだ終わらない。雑誌『音

楽の友』でまだまだ続いている。音楽青年、そ

して音楽家・畑中良輔の誕生を我々は見るだ

ろう。そしてまた著者も８０歳を超えて、まだま

だ前進しつづけているのじゃ。わしもそうじゃ。

今日はＮＨＫの『フランス語会話』で仲根かす

みちゃんを見るの

じゃ！ じゅてー

む！」

タマ「あんたのは

“前進”じゃなくて

“煩悩”です！」

＊nettama=ネットワークする猫、タマ。

芸術館のコンサートをサカナに

いろんなところへnettamaします。

★宮本文昭オーボエ・リサイタル 水戸芸術館友の会主催の第

33回鑑賞会として、ＭＣＯ５０回定期でもソロ出演する宮本

文昭のオーボエ・リサイタルを１０月５日（土）に開催し

ます。チケット発売日は７月１７日（水）、友の会先行予約は

７月１３日（土）から受け付け開始です。料金は一般３，５００

円、友の会会員２，５００円。

★ミト・デラルコと福田進一の演奏を、高度１万メートルの上空で！４月

１１日の東京公演（紀尾井ホール、アリオン・アフタヌーン・コンサート）

が、この６月、全日本空輸株式会社（ＡＮＡ）のすべての国内

線・国際線の機内放送プログラムで放送されることになりま

した。ビジネスで、ご旅行で、ＡＮＡの飛行機をご利用され

る際には、ＭＤＡでくつろぎのひとときをどうぞ！

★究極のＭＣＯ研究本、現在編集中！『理想の室内オーケ

ストラとは』（仮題）、音楽之友社より６月後半発売予定。５０回定

期演奏会時にはコントルポアンに並ぶ…はず？

PPeettiittee情報

速 達



information
■チケットに関するお問い合わせ

…水戸芸術館チケット予約センター／０２９－２３１－８０００

営業時間／９：３０～１８：００(月曜休館)

■公演内容や企画に関するお問い合わせ

…水戸芸術館音楽部門／０２９－２２７－８１１８

■【ＡＴＭ便り】毎月１回茨城新聞に不定期登場。

■【アートタワー通信】第１・第３週に１度、新いばらき新聞に登場。

コンサートホールＡＴＭ

■水戸室内管弦楽団第４９回定期演奏会

６／８（土）１８：３０開演 ６／９（日）１４：００開演

料金（全席指定）：Ｓ席￥６，０００ Ａ席￥５，０００ Ｂ席￥３，５００

■水戸室内管弦楽団第５０回定期演奏会

６／２６（水）１９：００開演 ６／２７（木）１９：００開演

料金（全席指定）：Ｓ席￥１５，０００ Ａ席￥１３，０００ Ｂ席￥９，０００

エントランスホール

■パイプオルガン プロムナード・コンサート

６／１（土）１３：３０／１５：００ ６／１６（日）１２：００／１３：３０

６／２９（土）１３：３０／１５：００

〈宴や夜市（泉町商店会）関連企画〉

６／２８（金）１８：００

入場無料　※演奏は各回２０分程度です。

■エントランスで踊ってみる１４ ［Ｌｉｎｅ／Ｓｐａｃｅ］

６／２２（金）１４：００／１７：００ 入場無料

ＡＣＭ劇場

■ストーンズ・イン・ヒズ・ポケッツ

６／１８（火）１９：００開演、６／１９（水）１９：００開演　料金（全席指定）：Ａ席

￥５，０００ Ｂ席￥３，０００

■三曲各流演奏会

６／２３（日）１３：００開演　入場無料

現代美術センター

■スクリーン・メモリーズ

４／１３（土）～６／９（日）９：３０～１８：００（入場は１７：３０まで）

入場料：一般￥８００ 前売・団体（２０名以上）￥６００ 中学生以下、６５歳以上、

心身障害者の方は無料

■いけばな展

６／２１（金）～６／２３（日）９：３０～１８：００（入場は１７：３０まで）最終日は

９：３０～１７：００（入場は１６：３０まで） 入場無料

■美術展覧会　第１期

６／３０（日）～７／１２（金）９：３０～１８：００（入場は１７：３０まで） 入場無料

水戸芸術館６月のスケジュール

水戸室内管弦楽団大分公演

５０回定期に先がけて６月２５日に、小澤＆ＭＣＯは大分県立総合文化セ

ンターの“グランシアタ（１９５４席）”で公演を行います。チケットは水戸同様、

即日完売！ちなみに昨年９月には、ミト・デラルコが同センターの“音の泉ホ

ール（７０４席）”で公演を行なっています。

この６月に待望の水戸室内管弦楽団の公演が「グランシアタ」でようや

く実現することになりました。世界一流のアンサンブルを誇る水戸室内

管弦楽団の演奏を、世界のマエストロ小澤征爾さんの指揮により大分で

聴けるということは、この上ない喜びであり、地元では大反響を呼んでい

ます。（大分県文化振興財団：渡邊俊樹さん）

チケット・インフォメーション〈６月１日（土）発売分〉

◎矢部昌子 ピアノ・リサイタル ９／８（日）１４：００開演

料金（全席自由）：￥２，０００

◎ミト・デラルコ 第５回演奏会　１０／１２（土）１８：３０開演

料金（全席指定）：Ａ席￥３，０００ Ｂ席￥２，０００

※ミト・デラルコ第５回演奏会には、５月２９日（水）より友の会の先行電話予約があります。

ドミトリー・バディアロフ、ミト・デラルコを退団

ミト・デラルコ（ＭＤＡ）の第２ヴァイオリン、ドミトリー・バディアロフが、この

第４回演奏会をもってＭＤＡを脱退します。ＭＤＡプログラムに掲載された

数々の楽器コラム、またＷＡＬＫ４３号の楽器製作に関するエッセイなどでご

存知の通り、バディアロフ氏は楽器製作と演奏を両立させる希有な音楽家

として活躍してきました。しかし、今後は楽器製作により重点を置くために、

ＭＤＡでの活動に終止符を打つことを熟慮の末決断しました。水戸芸術館

とＭＤＡメンバーは氏の意志を尊重し、これからのますますの活躍を心から

祈りたいと思います。バディアロフ氏の活動の詳細は、氏のＨＰ（ｈｔｔｐ：／／

ｗｗｗ．ｖｉｏｌａｄａｂｒａｃｃｉｏ．ｃｏｍ）をどうぞ。ちなみに日本からの訪問客は３

番目に多いそうです！

これからの演奏会・残席情報

〇…残席あり（２０席以上） △…残席わずか（２０席未満） ×…残席なし 中央…中央
ブロック 左右・裏…左右ブロックおよびステージ裏　補助…補助席

◎水戸室内管弦楽団第４９回定期演奏会

６／８（土）…中央×、左右・裏○；６／９（日）…中央×、左右・裏○

◎水戸室内管弦楽団第５０回定期演奏会

６／２６（水）…完売；６／２７（木）…完売

◎パブロ・カルテット

７／６（土） …自由席○

◎グローブ座の音楽家たち―シェイクスピアの音楽―

７／１２（金） …１Ｆ・２Ｆ○、３Ｆ正面○、３Ｆ舞台後方○、ペアチケット△

◎加藤直子 ヴァイオリン・リサイタル

７／２１（日） …自由席○

※５／１０（金）現在の状況です。

※公演当日に残券がある場合、開演１時間前より水戸芸術館チケットカウ

ンターでお得な学生券を発売いたします。ご購入の際には学生証（記名

章）をお持ちください。公開セミナーなど、学生券のない公演もございま

すので、予めお問合せ下さい。

※固定席が売り切れ次第、補助席を販売いたします。

茨城の主な６月の演奏会

◆常陽藝文センター ＴＥＬ／０２９（２３１）６６１１■藝文友の会会員優待催

事「リンクス リサイタル」 ６／１５（土）１８：３０開演

◆茨城県民文化センター ＴＥＬ／０２９（２４１）１１６６■ジャズで奏でる“日

本の詩情”虹のトランペット 大野俊三 ツアー２００２ ６／８（土）１８：３０開

演

■第２８回茨城県新人演奏会 ６／９（日）１３：００開演

◆水戸市民会館 ＴＥＬ／０２９（２２４）７５２１■茨城大学管弦楽団 第２７回

サマーコンサート ６／２２（土）１８：００開演（問）松本 ＴＥＬ／０９０－８６７

４－３８５１

◆ひたちなか市文化会館 ＴＥＬ／０２９（２７５）１１２２

■Ｂトレイン・ジャズ・オーケストラ１０周年記念コンサート ＭＡＬＴＡｗｉｔｈ

Ｂ－ＴｒａｉｎＪａｚｚＯｒｃｈｅｓｔｒａ ６／２（日）１８：００開演（問）Ｂトレイ

ン・ジャズ・オーケストラ ＴＥＬ／０２９（２７４）１０２６■茨城交響楽団創立４

０周年記念公演 ６／３０（日）１４：００開演（問）茨城交響楽団 ＴＥＬ／０２９

（２３３）１４４８

◆日立シビックセンター ＴＥＬ／０２９４（２４）７７１１■エマニュエル・アッ

クス ピアノ・リサイタル ６／２１（金）１８：３０開演

◆大宮町文化センター・ロゼホール ＴＥＬ／０２９５（５３）７２００■サンタ・

ジプシー・スーパー・アンサンブル ６／２７（木）１８：３０開演

◆ギター文化館 ＴＥＬ／０２９９（４６）２４５７■アーメット・カネッチ ギター

リサイタル ６／８（土）１５：００開演
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次号は…ＡＣＭ劇場がグローブ座に？


